
中期目標期間の業務実績評価について（概要）　
Ⅰ．評価対象期間
　　中期目標期間の平成16年度から19年度までの４年間
※　年次進行を伴うプロジェクト型の事業等は，中期目標期間の最終年度（平成21年度）までに中期目標が達成できるかという点を踏まえ実施。
Ⅱ．評価概要
中期目標の各事項の達成状況を確認するとともに，その結果等を踏まえつつ，各法人の特性にも配慮し，中期目標期間の業務実績の全体について総合的に評価。
教育研究の状況の評価については，大学評価・学位授与機構が国立大学法人評価委員会の要請を受け実施。（下図参照）
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Ⅲ．作成書類
１　平成19事業年度に係る業務の実績及び中期目標期間（平成16～19事業年度）に係る業務の実績に関　する報告書（国立大学法人評価委員会が定める様式）
	評　　価　　項　　目
	19年度の実績
	中期目標期間の実績
(※1)

	Ⅰ　業務運営・ 財務内容等の状況
　(1) 業務運営の改善及び効率化
　(2) 財務内容の改善
　(3) 自己点検・評価及び情報提供
　(4) その他業務運営に関する重要事項
Ⅱ　教育研究等の質の向上
　(1) 教育に関する目標
　(2) 研究に関する目標
　(3) その他の目標
　　① 社会との連携，国際交流等に関する目標
　　② 附属病院に関する目標
　　③ 附属学校に関する目標   
	○
○
○
○
○
○
○
○
○
	○
○
○
○
(※2)
(※2)
(※2)
○
○


※1：中期目標期間の実績には，20～21年度の実施予定も併せて記載する。
※2：教育，研究，社会貢献等については，２の教育研究評価に係る実績報告書に記載する。　
２　教育研究評価に係る実績報告書（大学評価・学位授与機構が定める様式）
　(1)　学部・研究科等の現況調査票
　　①　教育に関する現況調査票
　　　　教育の水準及び質の向上度について現況分析。
　　　　各学部及び各研究科単位で記述。
　　②　研究に関する現況調査票
研究の水準及び質の向上度について現況分析。
各研究組織単位（学部と研究科を合わせて１単位，研究所で１単位。）で記述。
　(2)　中期目標の達成状況報告書
上記現況分析などを踏まえ，教育研究の中期目標を達成するための中期計画の取組及び達成状況に

ついて記述。
　(3)　学部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト及び研究業績説明書
(4)　重点的に取り組む領域説明書及び研究業績説明書
３　実施要領等
　　○国立大学法人及び大学共同利用期間法人の中期目標期間の業務実績評価に係る実施要領
－国立大学法人評価委員会－
○評価実施要項（国立大学法人及び大学共同利用機関法人における教育研究の状況についての評価）
○実績報告書作成要領（国立大学法人及び大学共同利用機関法人における教育研究の状況について　　　の評価）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－大学評価・学位授与機構－

本学大学評価のホームページ（http://www.gunma-u.ac.jp/hyouka/index.htm）に掲載。
新着情報「説明会資料」又は目次「大学評価」「国立大学法人評価」「中期目標

期間の業務実績評価」

